入 札 説 明 書

安城市の橋梁改築工事（万五郎橋）に係る公告に基づく条件付き一般競争入札等については、関係法令に定めるもののほか、この入札説明書によるものとする。 

１　工事の概要

（１）工事番号　２０１２１０１５５２
（２）工 事 名　橋梁改築工事（万五郎橋）
（３）路 線 名　準用河川郷東川
（４）工事場所　安城市上条町地内
（５）工　　期　契約締結日の翌日から平成２５年３月１５日（金）まで
（６）本工事は、簡易な施工計画等の提案を受け付け、価格以外の要素と価格を総合的に評価して落札者を決定する総合評価一般競争入札方式（簡易型）の適用工事である。
２　総合評価に関する事項 

（１）総合評価競争入札の仕組み

　　　　本工事の総合評価一般競争入札は、標準点（発注者が設定している入札条件を全て満たしている場合に付与する点数）に加算点（入札参加者の実績等に応じて付与する点数）を加え、入札価格で除した後1,000,000を乗じた数値（以下「評価値」という。）の最も高い者を落札者とする除算方式とする。

なお、本工事の総合評価競争入札における標準点は１００点とし、加算点の最高点数は３８点とする。

　　　評価値＝{(標準点＋加算点)／入札価格}×1,000,000

（２）評価項目及び評価基準

Ａ　施工計画に関する事項（配点１０点）

	評 価 項 目
	評 価 基 準
	配点
	満点

	施工上配慮すべき事項１
	良
	5
	5

	
	可
	0
	

	施工上配慮すべき事項２
	良
	5
	5

	
	可
	0
	


施工計画の評価方法

	項　目
	施工上配慮すべき事項１

	課　題
	作業ヤードとして使用する水田と官民境界を現況復旧するための施工方法

	工事の特徴
	本工事に際し、下部工及び上部工等の施工のために作業ヤードを借地する必要がある。

本工事借地箇所は、水田であるため、工事完成後も着手前と同等の状況に復旧することが借地の条件である。

	標準案
	· 設計図書並びに以下に示すとおりとする。

· 作業ヤード設置前後の田面高及び境界位置の管理をする。現況測量により、法肩、法尻、田の畦、水路の位置、形状を把握する。工事完成後も水田が営まれる現況と同等の状況にすること。

ただし、借地箇所において、設計条件が異なることに注意する。

· 借地1については、作業ヤード設置前後の田面高の差及び均平度が±35mm以内とする。

· 借地2については、借地1の条件に加えて基盤高の差も±35mm以内とする。

上記以外の事項については、「工事標準仕様書平成２４年４月愛知県建設部」第３編工事共通編第３章一般施工３－１２－１３作業ヤード工による。

	評価基準
	作業ヤードとして使用する水田と官民境界の現況復旧において、本工事における施工上の特徴を踏まえ、標準案の確実な履行のための配慮すべき事項が具体的に記載されており、記載された配慮事項が適切である場合に評価する。
	良
	５点
	適切な配慮すべき事項の具体的な記載がある。

	
	
	可
	０点
	適切な配慮すべき事項の具体的な記載がない。


	項　目
	施工上配慮すべき事項２

	課　題
	河川護岸等施工時における大雨時を考慮した仮排水管の設置方法

	工事の特徴
	本工事は、既設函渠の撤去や橋台及び護岸の施工毎に、河道内において排水の切り回しが必要になることから、切り回し排水中に大雨による本工事箇所より上流部への水害が発生しないよう特に配慮する必要がある。

	標準案
	· 設計図書並びに以下に示すとおりとする。

· 仮排水管はコルゲートパイプφ1350mm。

· 大雨時は現況河川を排水として利用する。

上記以外の事項については、「工事標準仕様書平成２４年４月愛知県建設部」第３編工事共通編第３章一般施工３－１２－１１仮水路工による。

	評価基準
	河川護岸　河川護岸等施工するための仮排水対策（大雨時を含む）において、本工事における施工上の特徴を踏まえ、標準案の確実な履行のための配慮すべき事項が具体的に記載されており、記載された配慮事項が適切である場合に評価する。
	良
	５点
	適切な配慮すべき事項の具体的な記載がある。

	
	
	可
	０点
	適切な配慮すべき事項の具体的な記載がない。


Ｂ　企業の技術力に関する事項（配点１７点）
	評 価 項 目
	評 価 基 準
	配点
	満点

	安城市発注の土木一式工事における工事成績評定点の平均点
	平成21年度
	点≧80
	4
	4

	
	
	80＞点≧75
	2
	

	
	
	75＞点≧70
	１
	

	
	
	70＞点、又は評定点なし
	0
	

	
	平成22年度
	点≧80
	4
	4

	
	
	80＞点≧75
	2
	

	
	
	75＞点≧70
	１
	

	
	
	75＞点、又は評定点なし
	0
	

	
	平成23年度
	点≧80
	4
	4

	
	
	80＞点≧75
	2
	

	
	
	75＞点≧70
	１
	

	
	
	75＞点、又は評定点なし
	0
	

	安城市発注の土木一式工事について、過去３年間（平成24年度含まず）に通知された検査結果において、工事成績評定「Ａ」を取得した工事実績
	２件以上
	4
	4

	
	１件
	2
	

	
	０件
	0
	

	安城市発注の土木一式工事について、過去1年間（平成24年度当該年度含まず）に通知された検査結果において、工事成績評定「Ｄ」又は「Ｅ」を取得した工事実績
	Ｅ評定１件につき
	-2
	0

	
	Ｄ評定１件につき
	-1
	

	
	０件
	0
	

	ISO9001の取得の有無
	あり
	1
	1

	
	なし
	0
	


Ｃ　配置予定技術者の能力に関する事項（配点５点）

	評 価 項 目
	評 価 基 準
	配点
	満点

	国、地方公共団体又は特殊法人等の発注工事における過去１０年間（平成24年度含まず）の同種工事における主任（監理）技術者としての施工実績
	３件以上
	3
	3

	
	２件
	2
	

	
	１件
	1
	

	
	０件
	0
	

	安城市発注の土木一式工事について、過去３年間（平成24年度含まず）に通知された検査結果において、主任（監理）技術者として工事成績評定「Ａ」を取得した実績
	１件以上
	2
	2

	
	０件
	0
	


Ｄ　地域精通度・地域貢献度等に関する事項（配点６点）

	評 価 項 目
	評 価 基 準
	配点
	満点

	安城市災害緊急協力事業者（工事）及び

安城災害対策建設協力会登録の有無
	協力事業者及び協力会のいずれも登録あり
	2
	2

	
	協力事業者又は協力会の登録あり
	1
	

	
	協力事業者及び協力会のいずれも登録なし
	0
	

	平成２３年度における安城市発注の雪氷対策に関する業務及び平成２４年度における安城市発注の大雨洪水対策に関する業務の受託の有無
	雪氷及び大雨洪水のいずれも受託
	2
	2

	
	雪氷又は大雨洪水を受託
	1
	

	
	雪氷及び大雨洪水のいずれも受託していない
	0
	

	障害者雇用の有無
	法定雇用率を達成
	1
	1

	
	法定雇用率を未達成又は雇用者なし
	0
	

	ISO14001の取得の有無
	あり
	1
	1

	
	なし
	0
	

	安城市における過去３年間に入札参加資格停止措置の有無
	なし
	0
	0

	
	あり
	-1
	


（注）各事項（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）の注意事項については、４　入札参加資格要件の審査等（２）提出資料イ評価項目に関する提出書類の表の注意事項欄を参照のこと。

（３）評価方法及び落札者の決定方法

　　　入札参加者の技術提案や実績等を評価し、標準点（１００点）及び加算点（最高３８点）を付与し、下記の条件を満たす入札を行った者のうち評価値の最も高い者を落札者とする。

評価値＝{（標準点＋加算点）／入札価格}×1,000,000

ア　入札価格には、技術提案を実施するのに要する費用を含んでいること。

イ　入札価格が予定価格の範囲内であること。

ウ　発注者が設定している競争入札参加資格要件を全て満たしていること。

ただし、落札者となるべき者が当該契約の内容に適合した履行がされないおそれがあると認められたときには、予定価格の範囲内の価格をもって発注者の定める入札条件を全て満たして入札した他の者のうち評価値が最も高い者を落札者とすることがある。

なお、落札者の決定に際しては、安城市総合評価競争入札試行要領の規定により、安城市入札審査委員会の審議を経て決定する必要があるため、落札者決定を保留し、落札の結果については、後日公表する。
（４）ペナルティ

ア　落札者の技術提案内容については、監督、検査により提案内容の履行の確認を行う。

イ　受注者の責により技術提案内容の不履行が認められた場合には、再度の施工を求めるが、再度の施工が困難な場合には、工事成績において減点をする。

（５）ヒアリングについて

提出された書類及び資料に対してヒアリングを行うことがある。ヒアリングを行う場合は、その場所、時間等について別途通知する。

（６）地域精通度・地域貢献度等に関する事項の安城市災害緊急協力事業者（工事）登録及び安城災害対策建設協力会登録については、工事完了日までに登録を解除してはならないものとする。

３　入札説明書に対する質問及び回答

　　本工事内容の質疑は、質疑書を契約検査課へ電子メールで送信することにより行うこととする。質疑の期限は、平成２４年７月２４日（火）午後３時までとする。質疑書の回答は、ホームページに公表する。
４　入札参加資格条件の審査等
（１）入札に参加を希望する者は、入札参加資格確認申請書を提出し、入札参加資格の確認を受けなければならない。

なお、期限までに入札参加資格確認申請書を提出しない者及び入札参加資格が無いと認められた者は、本入札に参加することができない。また、入札参加資格があると認められた者であっても、入札期日において入札参加資格を満たしていないときは、入札に参加することができない。

（２）提出資料

　　入札参加資格確認申請書に、様式第１及び様式第２並びに次のア及びイに関する資料を綴じ込んで提出すること。

ア　参加資格に関する提出書類

	項目名
	提出資料及び注意事項
	提出条件
	様式第１No

	実績確認
	資格要件の工事を施工し、完成させた実績が確認できるもの（工事実績情報システム（CORINS）竣工登録工事カルテの写し又は登録内容確認書の写し）

＊市内又は準市内業者は提出不要です。ただし、本市で実績が確認できない場合は、実績確認できる書類を求める場合があります。
	必須
	１

	技術者の資格確認
	配置する監理技術者又は主任技術者に係る法令による免許証の写し

＊申請後の配置予定技術者の変更は認めない。

＊配置予定技術者は、３名まで申請できる。

＊複数の技術者を申請した場合の評価は、最も評価点の低い者を対象とする。
	必須
	２

	技術者の雇用確認
	恒常的な雇用関係が確認できる書類（健康保険被保険者証又は雇用保険被保険者資格等確認通知書）の写し
	必須
	－


イ　評価項目に関する提出書類

	評 価 項 目
	評価基準及び配点
	注意事項
	提出資料（注）
	様式第２

No

	Ａ　施工計画　（１０点）
	施工上配慮すべき事項１
	良
	5点
	標準案の確実な履行のための配慮すべき事項を具体的に記載すること。
	【提出必須】

施工上配慮すべき事項に関する提案
	１


	
	
	可
	0点
	
	
	

	
	施工上配慮すべき事項２
	良
	5点
	
	
	

	
	
	可
	0点
	
	
	

	Ｂ　企業の技術力　（１７点）
	①
	安城市発注の土木一式工事における工事成績評定点の平均点
	平成21年度
	点≧80
	4点
	・土木一式工事とは、建設業法別表第１に掲げる工事の種類をいう。
	・提出資料なし（市で確認）
	-

	
	
	
	
	80＞点≧75
	2点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点≧70
	1点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点、又は評定点なし
	0点
	
	
	

	
	
	
	平成22年度
	点≧80
	4点
	
	
	

	
	
	
	
	80＞点≧75
	2点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点≧70
	1点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点、又は評定点なし
	0点
	
	
	

	
	
	
	平成23年度
	点≧80
	4点
	
	
	

	
	
	
	
	80＞点≧75
	2点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点≧70
	1点
	
	
	

	
	
	
	
	75＞点、又は評定点なし
	0点
	
	
	

	
	②
	安城市発注の土木一式工事について、過去３年間（平成24年度含まず）に通知された検査結果において、工事成績評定「A」を取得した工事実績
	2件以上
	4点
	・土木一式工事とは、建設業法別表第１に掲げる工事の種類をいう。

・「Ａ」とは、工事成績評定８５点以上をいう。
	・提出資料なし（市で確認）
	-

	
	
	
	１件
	2点
	
	
	

	
	
	
	０件
	0点
	
	
	

	
	③
	安城市発注の土木一式工事について、過去1年間（平成24年度当該年度含まず）に通知された検査結果において、工事成績評定「Ｄ」又は「Ｅ」を取得した工事実績
	Ｅ評定１件につき
	-2点
	土木一式工事とは、建設業法別表第１に掲げる工事の種類をいう。

「Ｄ」とは、工事成績評定５０点から５９点をいう。

　「Ｅ」とは、工事成績評定４９点以下をいう。
	・提出資料なし（市で確認）
	-

	
	
	
	Ｄ評定１件につき
	-1点
	
	
	

	
	
	
	０件
	0点
	
	
	

	
	④
	ISO9001の取得の有無
	あり
	1点
	・契約先となる本店が認証されていること。
・自己適合宣言は認めない。
	・登録証の写し
	２

	
	
	
	なし
	0点
	
	
	

	Ｃ　配置予定技術者の能力　（５点）
	①
	国、地方公共団体又は特殊法人等の発注工事における過去１０年間（平成24年度含まず）の同種工事における主任（監理）技術者としての施工実績
	３件以上
	3点
	・同種工事とは、橋梁改築工事で契約金額4,000万円以上の土木一式工事とする。
・土木一式工事とは、建設業法別表第１に掲げる工事の種類をいう。

・特殊法人等とは公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律及び同法施行令に規定されている特殊法人等をいう。
・JVの場合は、代表者の技術者の実績とする。
・施工実績は、主任技術者又は監理技術者としての実績とする。（現場代理人又は担当技術者としての実績は認めない。）
・下請けでの実績は認めない。
	・工事実績を確認できるものの写し（工事実績情報ｼｽﾃﾑ（CORINS）竣工登録工事カルテの写し又は登録内容確認書の写し）
	３

	
	
	
	２件
	2点
	
	
	

	
	
	
	１件
	1点
	
	
	

	
	
	
	０件
	0点
	
	
	

	
	②
	安城市発注の土木一式工事について、過去３年間（平成24年度含まず）に通知された検査結果において、主任（監理）技術者として工事成績評定「A」を取得した実績
	１件以上
	2点
	・主任技術者又は監理技術者としての実績とする。（担当技術者又は現場代理人としての実績は認めない。）
・土木一式工事とは、建設業法別表第１に掲げる工事の種類をいう。
・下請けの実績は認めない。

・「Ａ」とは、工事成績評定８５点以上をいう。
	・工事実績を確認できるものの写し（工事実績情報ｼｽﾃﾑ（CORINS）竣工時の登録ﾃﾞｰﾀの写し）。
なお、その写しの工事成績評定結果（「A」）の確認は市で行う。
	４

	
	
	
	0件
	0点
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｄ　地域精通度・地域貢献度等　（７点）
	①
	安城市災害緊急協力事業者（工事）及び安城災害対策建設協力会登録の有無


	協力事業者及び協力会のいずれも登録あり
	2点
	・本店が安城市に所在する事業者で、申請書を提出する日の前日までに安城市災害緊急協力事業者（工事）又は安城災害対策建設協力会登録が完了していること。
	・登録証の写し
	５

	
	
	
	協力事業者又は協力会の登録あり
	１点
	
	
	

	
	
	
	協力事業者及び協力会のいずれも登録なし
	0点
	
	
	

	
	②
	平成２３年度における安城市発注の雪氷対策に関する業務及び平成２４年度における安城市発注の大雨洪水対策に関する業務の受託の有無　
	雪氷及び大雨洪水のいずれも受託
	2点
	・下請けでの実績は認めない
	・提出資料なし（市で確認）
	-

	
	
	
	雪氷又は大雨洪水を受託
	1点
	
	
	

	
	
	
	雪氷及び大雨洪水のいずれも受託していない
	0点
	
	
	

	
	③
	障害者雇用の有無
	法定雇用率を達成
	１点
	法定雇用率とは、障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和３５年７月２５日法律第１２３号。以下「雇用促進法」という。）第４３条第２項に規定する「障害者雇用率」で、前年６月１日現在のものをさします。

雇用促進法で雇用を免除されている事業所については、実際に１人以上雇用していれば、加点します。
	※注１
	６

	
	
	
	法定雇用率を未達成又は雇用者なし
	0点
	
	
	

	
	④
	ISO14001の取得の有無
	あり
	1点
	・契約先となる本店が認証されていること。
・自己適合宣言は認めない。
	・登録証の写し
	７

	
	
	
	なし
	0点
	
	
	

	
	⑤
	安城市における過去３年間に入札参加資格停止措置の有無
	なし
	0点
	・平成21年4月1日から申請書を提出する日の前日までに、安城市工事請負契約等に係る入札参加資格（一般・指名）停止要綱による停止措置。
	・提出資料なし（市で確認）
	-

	
	
	
	あり
	-1点
	
	
	


※注１・障害者雇用者状況報告書の写し

　　　・雇用促進法で雇用を免除されている事業所については、雇用が確認できるもの（健康保険被保険者証又は雇用保険被保険者資格等確認通知書）の写し及び障害者手帳の写し

（注）提出資料について

（ア）Ａ 施工計画に関する事項については、必須とする。

（イ）評価項目に関する提出資料（Ｂ 企業の技術力、Ｃ 配置予定技術者の能力、Ｄ 地域精通度・地域貢献度等に関する事項）については、任意とするが、評価の加算対象となるものであり、加算を受けようとする場合には資料の提出をすること。

（ウ）参加資格に関する提出書類の技術者の許可確認において、複数の技術者を候補として提出された場合は、Ｃ 配置予定技術者の能力に関する事項についても、同技術者の実績を提出するものとする。その場合は、Ｃの項目の評価の合計の低い者で評価する。

（３）入札参加資格確認申請書提出期間及び提出方法

ア　提出期間　平成２４年７月１7日（火）から平成２４年７月３１日（火）までに必着のこと。
イ　提出方法　郵送にて提出すること。詳細については、入札公告参照のこと。
（４）入札参加資格の確認通知

入札参加資格審査確認通知書を平成２４年８月２４日（金）までにファックスにて通知する。

なお、入札参加資格審査確認通知書の通知がない場合は、平成２４年８月２７日（月）までに総務課契約検査課に確認すること。
５　その他 

（１）入札参加者は、安城市競争入札心得書、本入札説明書及び入札公告に基づき、公正かつ適正に入札すること。 

（２）入札参加資格確認申請書及び評価項目に関する資料等関係提出書類に虚偽記載等明らかに悪質な行為が入札参加資格確認申請以降、契約前に判明した場合は、契約を行わないこととする。また、その行為が契約後に判明した場合は、契約を解除するとともに、安城市工事請負契約等に係る入札参加資格（一般・指名）停止要綱第３条第１項に基づき入札参加資格停止措置を行うこととする。

（３）入札参加資格確認申請書の作成説明会及び現場説明会は実施しない。

（４）入札参加資格確認申請書の記載内容が不明確で本件工事の入札参加資格要件を確認できない場合には、説明を求めることがある。

（５）工期は事情により変更することがある。

（６）配置予定の主任（監理）技術者について

　　ア　落札者は、入札参加資格確認申請書に記載した専任の配置予定の技術者を当該工事の現場に配置すること。

　　イ　工事期間が重複する複数の工事に同一の技術者を配置予定の技術者とした入札参加資格確認申請書を提出する場合には、それらの工事の入札のうち一つの入札の落札者と決定された時点で、それ以降に行われるその他の入札は無効とする。

　　ウ　入札参加資格確認申請書に記載した配置予定の主任（監理）技術者を変更できるのは、病休、死亡、退職等極めて特別な場合に限る。

（７）入札参加資格確認申請書の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。

（８）提出された入札参加資格確認申請書は、返却しない。

（９）入札者の加算点、入札価格及び評価値は、公表する。

（10）入札説明書を入手した者は、これを本入札手続以外の目的で使用してはならない。
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